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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育・教育工学・科学教育  

キーワード：産業・技術教育、環境教育、ペットボトルモータ、手づくり磁石、燃料電池 

 
１． 研究計画の概要 

現在、環境問題は人類が解決しなければな

らない重要なテーマとなっている。しかし、

内燃機関で化石燃料を燃焼させている限り

においては、どのようなエンジンを開発して

も、炭酸ガス排出をゼロにすることは出来な

い。では、環境にやさしいエンジンとはどの

ようなエンジンなのであろうか？それは、GM

や三菱自動車が開発している電気自動車に

ほかならない。特に、燃料電池で自動車を動

かすモータエンジンこそ、２２世紀に向かっ

て開発しなければならない技術であり、将来

を担う小中学生に学習させなければならな

い科学技術である。 

この教材化のため次の３課題を解決する

必要がある。つまり、身近な手作りモータ教

材の開発、車搭載可能な環境にやさしい電池、

特に燃料電池の開発、科学技術的側面からの

環境教育の展開である。 

 

２． 研究の進捗状況 

研究の進捗状況は、良好である。以下、詳細

にその内容を述べる。 

(1) 「手づくり磁石」とモータ教材の開発と

理科教育・技術教育での実践 

「手づくり磁石」は、まだ、未知の部分が多

く、その作成時に焼結割れにより破壊するケ

ースがある。この磁石をより安全にするため

には、焼結時の熱応力の発生機構が問題にな

る。そこで、この破壊現象に大きく影響を及

ぼす熱応力について詳細に研究を行い研究結

果を公表した。次に、「手づくり磁石」使った

フレミングの左手で回転できる新型クリップ

モータ教材を開発した。まず、回転残像が残

るクリップモータを開発し、さらに発展させ

て３D型クリップモータを開発し、研究結果を

公表した。そして、このモータを回転させる

界磁磁石を「手づくり磁石」で作成すれば、

モータの原理が一目でわかり、かつ、生徒の

興味関心が喚起できることが明らかとなった。 

(2) 磁石も手づくり「ペットボトルモータ」

の開発と理科教育・技術教育での実践 

回転力を強めるために、電機子も「手づく

りソフトフェライト磁石」で作製すると、強

力に回転する吸引反発型モータを作ることが

出来る。このモータは、サイズを自由に変え

ることが出来るので、ペットボトルに組み込

むことが出来、「ペットボトルモータ」となる。

さらに、「手づくり磁石」を応用したコイル変
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更機能を有する「ペットボトルモータ」教材

を開発し、この研究結果を公表した。 

 (3)燃料電池等の環境にやさしい電池駆動「ペ

ットボトルモータカー」の開発 

燃料電池はじめ、太陽電池のような環境にや

さしい電池で、全て手づくり「ペットボトルモ

ータカー」を駆動し、理科教育・技術教育の融

合と科学技術的な環境教育への発展をはかる。

この様な研究は世界でもほとんど例がなく、日

本の科学教育の先進性が国際的に注目され、２

２世紀に向けた新環境教育と言えよう。現在こ

の研究を進めている段階にある。 

 

３． 現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

 前項で詳細に述べたように、(1)の「手づ

くり磁石」とモータ教材の開発と理科教育・

技術教育での実践については、新型クリップ

モータを開発し、研究結果を公表でき達成さ

れた。(2)の磁石も手づくり「ペットボトル

モータ」の開発と理科教育・技術教育での実

践については、電機子も「手づくりソフトフ

ェライト磁石」で作製することに成功し、強

力に回転する吸引反発型モータを開発する

ことに成功し、研究結果を公表し達成された。

(3)の燃料電池等の環境にやさしい電池駆動

「ペットボトルモータカー」の開発について

は、現在この研究を進行中であり、研究結果

が得られる見通しである。従って、おおむね

順調に研究が推移していると言える。 

 

４． 今後の研究の推進方策 

 研究計画に基づいて研究を進める。そして

得られた研究結果は、速やかに公表する。ま

た、すでに得られた研究結果を、ホームペー

ジを立ち上げて公表するつもりである。 

 
５. 代表的な研究成果 
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